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私は大学3年時にサマースクールに参加しました。

在学中に海外に行くなら就活が本格的に始まる前
の今がラストチャンスだなと思ったのと、就活で話
せる体験をしたいと思ったからです。しかし、同学
年の友達の多くはインターンシップに参加して就
活に取り組み始めていたり、研究室配属で忙し
かったりした時期です。実際、一緒に行った他9人
の学生は皆2年生でした。今はコロナがあって動け

なくはありますが、在学中に海外に行こうと考えて
いる方は早めに動くことをおすすめします！
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私にとって初の海外でした。飛行機長かった…笑

→

機内食です。お米がぱらぱらし
てて慣れなかったし、味付けも
独特でした。

日本とは7時間の時差があ

ります。でも、着いてすぐ慌
ただしく活動していたので、
時差ボケというより普通に
疲れた感じでした笑

初めに滞在したのはイタリアのトリノです。トリノ大
学の方にお世話になり、3泊4日で滞在しました。

皆さん空港のお
迎えの時点でと
ても暖かく歓迎し
てくださって感激
しました。
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大学の施設を見学したり田んぼに行ったり、

森に行ったりしました。本場のイタリア料理を堪能
もしました。
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3泊4日と短い滞在でしたが、イタリアを満喫しまし
た。

→

自動車の右側通行は乗ってい
てスリルがありました笑

駅や建物がいちいち綺麗！

飛行機でドイツへ移動

飛行機の窓からアルプス山脈が見えてテンション上がりました！
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ドイツではライプニッツ・ハノーバー大学の方にお
世話になりました。

まずは、ハノーバー大学の学生にパワポでドイツ
について説明していただいたり、ハノーバーの街を
案内していただりしました。

←戦争の怖さを伝えるため

に残しているという半壊
し

た教会にありました

市役所を背景に

集合写真→

←駅前近くの定番の待

ち合わせ場所らしい

です！
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街並みが日本と全く違います。それが新鮮で街を
歩くだけでわくわくしました！笑

ハノーバーの街

教会→

←皆でハノーバーの街

を歩きました

もちろん、森に行ったり湖に行ったりドローンを飛
ばしたり

←ドローンを飛ばして写真

を何枚か撮って、後日大

学で解析しました。

この穴の中には、雨水をため

て解析できる特別な装置があ
りました。 →
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発電所や牛舎を見学したり、フィールドワークもた
くさんしました。

↑発電所の見学の時に屋上で

撮られた写真です。発電所の

人のドイツ語の説明を学生が

英語に翻訳してくれました笑

お城も訪れました。趣があって美しかったです。
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ドイツといえばのソーセージやビールを堪能しまし
た。常にお腹いっぱいだったな笑

ビール工場を見学して、その後は

飲み放題でした！！！

ドイツでの思い出はなんといってもホームステイ！
ドイツでの暮らしをそのまま感じられる貴重な経験
でした。
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現地の学生と会話する際は常に英語です。もちろ
ん日本語は何の役にも立ちません。海外に行くこ
とを考えているけど英語に自信がないって方も多
いかと思います。でも大丈夫です、安心してくださ
い。会話をしようという意思さえあればもう十分で
す。実際、私も英語が全くできない人間で、中学英
語さえできないレベルです。それでも中学生レベ
ルの片言の単語と身振り手振りだけで楽しく過ご
すことができました。英語ができればより良いのか
もしれませんが、英語ができなくても全く問題なし
です。英語の勉強なんて必要なくて、それよりも、
恥ずかしがらずに意思疎通を図ろうとする姿勢の
ほうがよっぽど大切だと感じました。

私はサマースクールで貴重な体験ばかりをさせて
いただきました。初めて見る景色や異なる文化に
常に触れることで、自分が大きく成長したと思って
います。日本では経験できないことばかりだったの
で、サマースクールに参加できたことを今でも感謝
しています。

留学する体力的・時間的余裕が一番あるのはや
はり私たち学生だと思います。金銭面はそうでは
ないかもしれませんが、私はひたすらバイトに励ん
で、サマースクールの費用は全額自分で貯めまし
た。留学に少しでも興味がある方は臆することなく
何事もチャレンジするべきだと、実際に参加した私
からのアドバイスです。
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私は現在大学4年生で、来年春に卒業を迎える見
込みです。4年というと長いようですが、振り返ると

一瞬です。残り半年となってしまった学生生活を振
り返ると、楽しい思い出もたくさんあるのですが、
正直やりたいことはまだまだやり切れていないし、
なりたい自分にはほど遠いです。

僭越ながら大学の先輩としてメッセージです。留学
だけでなく、やりたいと思ったことはやれるうちに
やって、またとない学生生活を謳歌してください。

最後までご覧いただき
ありがとうございました！

Winter Schoolのパワポ
もよろしくね


